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と
し
は
る
通
信

ご
あ
い
さ
つ 

異
常
な
暑
さ
が
続
い
た
季
節
も
、
彼

岸
花
と
黄
金
色
の
稲
穂
の
調
和
が
美
し

い
収
穫
の
季
節
を
迎
え
ま
し
た
。 

異
常
気
象
の
影
響
に
よ
る
と
思
わ
れ

る
野
生
動
物
の
人
里
へ
の
接
近
、
秋
の

魚
の
不
漁
、
局
地
的
な
集
中
豪
雨
な
ど

生
活
へ
の
影
響
も
出
て
き
ま
し
た
。 

自
然
と
向
き
合
い
変
化
に
対
応
す
る

力
を
身
に
つ
け
て
い
か
な
け
れ
ば
な
ら

な
い
時
代
に
な
っ
た
の
で
し
ょ
う
か
。 

さ
て
、
９
月
５
日
か
ら
14
日
ま
で
の

10
日
間
、
山
北
町
議
会
第
３
回
定
例
会

が
開
催
さ
れ
ま
し
た
。
主
な
議
題
は
平

成
23
年
度
決
算
の
認
定
で
し
た
。 

速
報
と
し
て
い
つ
も
の
よ
う
に
お
知

ら
せ
し
て
ま
い
り
ま
す
。
ご
一
読
い
た

だ
い
て
ご
意
見
な
ど
お
寄
せ
い
た
だ
き

ま
す
よ
う
お
願
い
申
し
上
げ
ま
す
。 

一
般
質
問 

山
北
駅
活
用
と
駅
前
活
性
化 

山
北
駅
無
人
化
に
伴
い
、
Ｎ
Ｐ
О
法

人
「
情
緒
豊
か
な
町
づ
く
り
」
へ
の
委

託
に
よ
る
切
符
販
売
が
５
月
か
ら
開
始

さ
れ
ま
し
た
。 

一
方
、
静
岡
・
神
奈
川
両
県
の
14
市

町
で
構
成
す
る
御
殿
場
線
輸
送
力
増
強

促
進
連
盟
は
、
精
力
的
に
御
殿
場
線
の

輸
送
力
増
強
に
取
り
組
ん
で
い
ま
す
が
、

御
殿
場
～
沼
津
間
に
比
べ
、
御
殿
場
～

国
府
津
間
の
輸
送
力
が
見
劣
り
し
ま
す
。

具
体
例
で
①
御
殿
場
駅
発
の
普
通
電
車

数
で
み
る
と
、
沼
津
方
面
35
本
に
対
し
、

国
府
津
方
面
は
23
本
、
②
無
人
駅
は
御

殿
場
～
沼
津
間
で
２
駅
、
国
府
津
方
面

は
松
田
駅
を
除
き
無
人
、
③
御
殿
場
～

沼
津
間
は
無
人
駅
を
含
め
Ｉ
Ｃ
カ
ー
ド

が
使
え
る
、
国
府
津
方
面
は
使
え
な
い
。 

質
問 

山
北
駅
の
切
符
委
託
販
売
が
始

ま
っ
た
が
、
成
果
や
問
題
点
を
ど
の

よ
う
に
と
ら
え
て
い
る
か
。 

答
弁 

一
日
平
均
70
名
の
利
用
で
、
月

平
均
の
売
り
上
げ
は
約
65
万
円
で 

  

す
。
近
隣
の
方
々
が
待
合
室
に
花
を

飾
っ
て
く
れ
た
り
、
俳
句
の
短
冊
を

並
べ
て
く
れ
た
り
、
駅
舎
を
中
心
と

し
て
新
し
い
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
が
生
ま

れ
て
い
ま
す
。 

問
題
点
と
し
て
は
、
駅
舎
の
ご
み
処

理
、
落
し
物
の
取
り
扱
い
、
Ｉ
Ｃ
カ

ー
ド
に
関
す
る
問
い
合
わ
せ
の
対
応

で
す
。 

質
問 

御
殿
場
～
沼
津
間
に
比
べ
、
御

殿
場
～
国
府
津
間
の
輸
送
力
が
見
劣

り
す
る
。
改
善
の
予
定
は
あ
る
か
。 

答
弁 

Ｊ
Ｒ
東
海
に
利
便
性
向
上
の
要

望
を
し
て
い
る
が
、
沼
津
方
面
を
国

府
津
方
面
よ
り
優
先
し
て
い
る
と
し

か
思
え
な
い
ダ
イ
ヤ
を
組
ん
で
い
る

と
思
わ
れ
る
の
で
、
強
く
改
善
を
要

望
し
て
い
ま
す
。 

質
問 
国
府
津
方
面
の
乗
客
は
Ｊ
Ｒ
東

日
本
や
他
の
私
鉄
に
乗
り
換
え
る
客

が
多
い
と
思
わ
れ
る
の
で
差
別
し
て

い
る
の
で
は
な
い
か
。 

答
弁 

そ
れ
に
類
す
る
質
問
は
毎
回
行 

  

っ
て
い
ま
す
。 

質
問 

Ｊ
Ｒ
東
海
が
御
殿
場
～
国
府
津

間
に
Ｔ
Ｏ
Ｉ
Ｃ
Ａ
端
末
を
設
置
す
る

考
え
が
な
け
れ
ば
、
Ｊ
Ｒ
東
日
本
と
交

渉
し
て
Ｓ
Ｕ
Ｉ
Ｃ
Ａ
端
末
を
設
置
で

き
な
い
か
。 

答
弁 

Ｊ
Ｒ
東
海
の
エ
リ
ア
に
Ｓ
Ｕ
Ｉ

Ｃ
Ａ
端
末
を
置
け
な
い
の
で
、
国
府

津
の
乗
り
換
え
時
に
精
算
で
き
る
端

末
を
設
置
す
る
よ
う
Ｊ
Ｒ
東
日
本
と

調
整
し
て
い
ま
す
。 

質
問 

Ｊ
Ｒ
東
日
本
と
Ｊ
Ｒ
東
海
を
ま

た
が
っ
て
の
利
用
は
で
き
な
い
。 

答
弁 

国
府
津
駅
と
山
北
駅
に
Ｔ
Ｏ
Ｉ

Ｃ
Ａ
端
末
を
設
置
す
れ
ば
利
用
で
き

ま
す
。 

＊
Ｔ
Ｏ
Ｉ
Ｃ
Ａ
、
Ｓ
Ｕ
Ｉ
Ｃ
Ａ
と
は 

Ｉ
Ｃ
カ
ー
ド
乗
車
券
で
、
自
動
改
札

機
の
読
み
取
り
部
に
軽
く
触
れ
る
だ
け

で
通
過
で
き
る
。
あ
ら
か
じ
め
カ
ー
ド

に
チ
ャ
ー
ジ
（
入
金
）
し
て
お
く
だ
け

で
、
そ
の
都
度
乗
車
券
の
購
入
や
乗
り

越
し
精
算
を
行
う
必
要
が
な
く
、
財
布

な
ど
か
ら
定
期
券
や
カ
ー
ド
を
出
す
手

間
も
省
け
る
。 

Ｔ
Ｏ
Ｉ
Ｃ
Ａ
は
Ｊ
Ｒ
東
海
、
Ｓ
Ｕ
Ｉ
Ｃ
Ａ

は
Ｊ
Ｒ
東
日
本
が
発
行
し
て
い
る
。
会

社
間
を
ま
た
が
っ
て
は
利
用
で
き
な
い

が
、
各
会
社
の
エ
リ
ア
内
で
は
ど
ち
ら

の
Ｉ
Ｃ
カ
ー
ド
も
利
用
で
き
る
。

川村としはる 
   （俊治） 
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平
成
23
年
度
決
算 

一
般
会
計
の
状
況 

歳
入 

○
町
税
は
前
年
度
比
２
％
減
、
使
用

料
及
び
手
数
料
は
８
．
４
％
減
、
繰
越

金
は
増
で
自
主
財
源
は
歳
入
総
額
の
５

０
．
３
％
と
な
り
ま
し
た
。 

○
ま
ち
づ
く
り
交
付
金
事
業
の
終
了

な
ど
に
よ
り
国
庫
支
出
金
が
５
．
５
％

減
、
地
方
交
付
税
も
８
．
８
％
減
、
災

害
復
旧
等
の
た
め
町
債
の
３
１
．
６
％

増
な
ど
で
、
依
存
財
源
は
歳
入
総
額
の

４
９
．
７
％
と
な
り
ま
し
た
。 

○
町
税
、
地
方
交
付
税
、
国
・
県
支

出
金
及
び
町
債
が
４
大
財
源
で
す
。 

歳
出 

○
人
件
費
で
は
職
員
給
は
減
少
し
ま

し
た
が
、
退
職
手
当
組
合
負
担
金
、
議

員
共
済
会
給
付
費
負
担
金
（
議
員
年
金

の
廃
止
に
伴
い
、
現
在
年
金
を
受
給
し

て
い
る
退
職
議
員
の
給
付
に
充
て
る
負

担
金
）
の
増
加
で
す
。 

○
扶
助
費
は
子
ど
も
手
当
や
障
害
者

自
立
支
援
給
付
の
増
で
す
。 

○
投
資
的
経
費
は
災
害
復
旧

費
が
増
加
し
ま
し
た
が
、
ま
ち

づ
く
り
交
付
金
事
業
の
終
了
、

中
山
間
地
域
総
合
整
備
事
業
の

減
に
よ
り
減
少
し
ま
し
た
。 

○
そ
の
他
で
は
パ
ー
ク
ゴ
ル

フ
場
管
理
運
営
事
業
で
物
件
費

が
増
、
足
柄
消
防
組
合
、
足
柄

上
衛
生
組
合
に
対
す
る
負
担
金

（
補
助
費
等
）
が
減
少
し
前
年

度
と
ほ
ぼ
同
額
と
な
り
ま
し
た
。 

将
来
に
わ
た
る
財
政
負
担 

年
度
末
に
お
け
る
町
債
（
借

金
）
残
高
は
41
億
９
６
０
２
万

円
、
債
務
負
担
行
為
（
将
来
に

わ
た
る
経
費
負
担
）
残
高
は
12

億
７
１
８
８
万
円
で
、
こ
れ
ら

の
合
計
か
ら
積
立
金
現
在
高
12

億
８
９
１
８
万
円
を
差
し
引
い

た
、
将
来
に
わ
た
る
財
政
負
担

額
は
41
億
７
８
７
２
万
円
と
な

り
、
前
年
度
よ
り
１
億
３
６
０

４
万
円
増
加
し
ま
し
た
。 

 

県
知
事
に
要
望
書
を
退
出 

箱
根
・
南
足
柄
間
道
路
建
設
促
進 

近
隣
１
市
６
町
の
議
員
で
構
成
す
る

箱
根
・
南
足
柄
間
道
路
建
設
促
進
連
盟

（
代
表
・
南
足
柄
市
石
田
議
員
、
90
名
）

の
幹
事
13
名
は
、
８
月
23
日
に
県
庁
を

訪
れ
、
黒
岩
知
事
に
面
会
し
て
、
早
期

の
道
路
建
設
を
要
望
し
ま
し
た
。
昨
年

に
引
き
続
き
の
要
望
書
提
出
で
、
山
北

町
か
ら
は
池
谷
議
長
と
私
川
村
が
出
席

し
ま
し
た
。
な
お
、
今
回
は
、
地
元
選

出
の
杉
本
県
議
会
議
員
も
同
行
し
て
く

だ
さ
り
、
口
添
え
を
し
て
い
た
だ
き
ま

し
た
。 

実
現
の
時
期
が
明
確
に
な
る
ま
で
引

き
続
き
要
望
活
動
を
続
け
る
必
要
が
あ

る
と
考
え
ま
す
。 

 

町税

1,985
36.9%

地方交付

税

1,003
18.6%

国・県支

出金

905
16.8%

町債

557
10.4%

繰入金

248
4.6% その他

682
12.7%

一般会計歳入（単位：百万円）

1,294

1,241

人件費

1,298

287

406

扶助費

425

438

455

公債費

479

1,026

1,263

投資的経費

995

377

398

繰出金

374

2,019

1,646

その他

1,647
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性質別歳出の推移（単位：百万円）
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黒岩知事に要望書を手渡す石田会長 


